
 

 

 

主催：フォーラム平和・人権・環境／沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック／ピースボート 

辺野古への基地建設を許さない実行委員会 

  

辺野古新基地建設の問題点を探る 

―土砂の採取、埋め立てによる環境への影響を考える－ 

 2015 年8 月31 日(月) 

 豊島公会堂        資料代 500円 
（JR 山手線、東京メトロ丸ノ内線、東武東上線「池袋駅」東口下車徒歩 5分） 

 

 

 

 

お問い合わせ：東京都千代田区神田駿河台 3－2－11 連合会館 1階  

       フォーラム平和・人権・環境（平和フォーラム） ☎０３－５２８９－８２２２ 

１８：００ 開場 

１８：３０  開演  ２０：３０ 終演予定                                

     講師：仲村 未央（沖縄県議会議員） 

        土砂搬入・外来生物規制条例のめざすもの 

        県議会与党の今後の取り組みについて 

        湯浅 一郎（ピースデポ・海洋物理学） 

        「本土」から沖縄への土砂搬入の問題点 

        安次富 浩（ヘリ基地反対協） 

        翁長県知事の判断！これからの闘い 

 

 

 

翁長県知事の判断によって、今後の沖縄の闘いや、私たちの闘いの方向性について考えていきます。そして瀬戸内海、

九州、奄美諸島から、辺野古新基地建設のための埋め立て用土砂を搬入することが、植生の違いや生物の成育環境の違

う亜熱帯の沖縄に与える環境への影響について訴えていきます。 


